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当金庫取引先の最近の景気動向の把握と取引先等に対する経営情報
の提供を目的に実施しています。
平成30年9月3日（月）〜7日（金）
前期（平成30年4月〜6月期）と比べた当期（平成30年7月〜9月期）
の実績、当期と比べた来期（平成30年10月〜12月期）の予想
特別調査「中小企業経営者と『人生100年時代』」
当金庫お取引先企業  400社
製造業  94、卸売業  61、小売業  59、サービス業  58、
建設業  80、不動産業  48
聴き取りによる調査
この調査の分析はDI（Diffusion Index）を景気判断の指数として
用います。DIは（「増加」「上昇」「楽」）したと答えた企業割合か
ら（「減少」「下降」「苦」）したと答えた企業割合を差し引いた数
値のことです。この数値がプラスかマイナスか、そしてその大きさに
よって景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。 
なお、「増加」には「やや増加」を「減少」には「やや減少」を含みま
す。「上昇」「下降」等も同様です。
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物価は強いのか、弱いのか？時流
経　歴

　2014年4月に消費税が5％から8％へ引き上げ
られて以降、物価が高くて生活が苦しい、といっ
た声をよく耳にするように思われます。日本銀行が
定期的に実施している「生活意識に関するアンケー
ト調査」をみると、家計の負担感が増していること
が分かります。1年前と比べて物価がどの程度上
がったのかを尋ねるアンケート結果をみると、消費
増税前の2013年6月調査では+1.0％だったのが、
2018年6月調査では+3.0％まで上がっています

（いずれも中央値）。
　ですが、金融市場では物価が低迷している、と認
識されています。物価目標+2％の達成までまだ遠
いので、日本銀行による金融緩和は長期化する、と
の見方が大勢です。政策当局や金融市場は、総務省
が公表する消費者物価指数（CPI）に着目しています。
家計が購入する主な財・サービスの価格を集計・加工
した総合CPIは、2018年7月に前年比+0.9％の上
昇でした。家計が実感する物価上昇は+3％程度で
すが、実際には+1％弱に過ぎません。しかも、こ
の+1％弱の物価上昇は、エネルギーや生鮮食品が
一時的に上昇した影響が強いです。エネルギーは前
年比+7.3％、生鮮食品は前年比+4.3％も上昇して
いますが、エネルギーは原油価格や為替相場次第で、
生鮮食品は天候次第で変動が大きいため、その上昇
は持続的ではありません。物価上昇が金融政策目標
の+2％に満たず、かつ足元の+1％弱の伸びですら
持続が難しい、というのが実態です。
　家計にとっては、ガソリンや光熱費の価格、ある
いは日々購入する食料品の価格動向が重要です。ア
ンケート調査で高めの数値が出るのも、家計がエネ
ルギーや食料の価格上昇に対して敏感になっている
ためと考えられます。ですが、金融市場では、一時
的な価格変動の大きいエネルギーや食料を除いて、
物価の基調を判断するケースが多いです。2018年

7月の生鮮食品を除いたCPI、いわゆるコアCPIは
前年比+0.8％の上昇にとどまります。生鮮食品と
エネルギーを除いたCPI、いわゆるコアコアCPIに
至っては、前年比+0.3％の上昇に過ぎません。金
融市場では、コアコアCPIが+0％台前半で伸び悩
んでいるため、物価の基調はまだ弱く、金融緩和が
長期化すると予想されています。
　では、なぜコアコアCPIの伸びは低迷しているの
でしょうか？それは、エネルギーや生鮮食品価格の
上昇が影響していると考えられます。矛盾するよう
な話ですが、これはミクロ経済学で考えれば分かり
やすいです。エネルギーや生鮮食品は、必需品に位
置づけられます。必需品とは、生活に欠かせないも
ので、値段が上がっても（あるいは所得が減っても）
需要がさほど落ちません。その皺寄せは、必需品以
外の贅沢品にいきます。すなわち、必需品である
エネルギーや生鮮食品の価格が上昇すると、エネル
ギーや生鮮食品自体の需要はさほど落ちませんが、
生活が苦しくなる分、贅沢品の需要が落ち、贅沢品
の価格が伸び悩む（あるいは下落する）ことになりま
す。エネルギーや生鮮食品の価格上昇が、巡り巡っ
て、エネルギーや生鮮食品以外の価格低迷、すなわ
ちコアコアCPIの低迷に繋がるメカニズムが存在す
ると考えられます。
　このメカニズムこそ、金融政策の難しさをもたら
しています。一般に、金融緩和を強化すれば、円安
が進行します。円安進行により、エネルギーや食料
など必需品の価格が上がりやすいです。ですが、贅
沢品については、円安効果で価格が上がりやすくな
る側面と、必需品価格上昇の皺寄せで価格が下がり
やすくなる側面の両方あります。必需品を中心に一
時的には物価が上昇しても、コアコアCPIは低迷が
続き、金融緩和をなかなか止められない、という状
況が続いています。
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2002年大阪ガス入社。
2006年財務省出向、大臣官房総合政策課調査員として日本経済、財政の分析に従事。
2008年野村證券入社、債券アナリスト兼エコノミストとして日本経済、金融政策
の分析に従事。
2011年SMBC日興証券入社、エコノミスト、シニア財政アナリストを経て現職。
著書に『アベノミクス2020−人口、財政、エネルギー』（エネルギーフォーラム社）。

SMBC日興証券株式会社
日本担当シニアエコノミスト
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全 業 種 All industry

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

●業況
前期実績

（4月～6月期）

当期実績
（7月～9月期）

来期予想
（10月～12月期）

18.5% 66.0%

63.4%

15.5%

1.0
DI

3.0

6.119.2% 67.7% 13.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業種構成
製造業製造業
23.5%

卸売業卸売業
15.2%

小売業小売業
14.8%

建設業建設業
20.0%

不動産業不動産業
12.0%

サービス業サービス業
14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
前期実績

（4月～6月期）

当期実績
（7月～9月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（10月～12月期）

15.2% 70.2%

64.4%

14.6%

17.8% 17.8% 増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
0.0

0.6

▲  2.4

6.2

12.6% 72.4% 15.0%

17.5% 71.2% 11.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

●売上額
前期実績

（4月～6月期）

当期実績
（7月～9月期）

昨年比較
（同時期）

来期予想
（10月～12月期）

19.8% 64.2%

61.2%

16.0%

22.2% 16.6% 増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

DI
5.6

3.8

▲  0.5

7.620.2% 67.2% 12.6%

18.8% 17.8%

14.8% 69.9% 15.3%

○業況
　全業種の当期（7〜9月）の業況判断DIは3.0で、前期（4〜6月）の1.0と比べて2.0ポイント良化しています。来期（10〜12月）
は6.1でさらに良化すると予想しています。
　業種別では、前期と比べ卸売業、不動産業は良化し、製造業、小売業、サービス業、建設業で悪化の業況でした。
○売上
　売上額判断DIは、前期5.6から当期3.8と1.8ポイント悪化しています。来期は7.6と良化すると予想しています。
○収益
　収益判断DIは、前期0.0から当期0.6と0.6ポイント良化しています。来期は6.2とさらに良化すると予想しています。

業況・売上・収益

0 20 40 60 80 100

楽
やや楽
変わらず

やや苦しい
苦しい

●資金繰り
前期実績

（4月～6月期）

当期実績
（7月～9月期）

来期予想
（10月～12月期）

7.5% 79.5% 13.0%

7.1% 79.9% 13.0% ▲  5.9
DI

▲  5.5

▲  5.07.8% 79.4% 12.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　資金繰り判断DIは、前期▲5.9から当期▲5.5と厳しさが
減少しています。来期は▲5.0とさらに厳しさは緩和されると
予想しています。

資金繰り

過剰
やや過剰
適正

やや不足
不足

●設備
前期実績

（4月～6月期）

当期実績
（7月～9月期）

来期予想
（10月～12月期）

1.1% 5.4%

2.0% 7.1% ▲  5.1
DI

▲  4.3

▲  4.61.1%

93.5%

90.9%

93.2% 5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　設備状況判断DIは、前期▲5.1から当期▲4.3と不足感が
減少しましたが、来期は▲4.6と不足感がやや大きくなると
予想しています。

設備

＜製 造 業＞　　売上増加傾向であるが、人手不足の為人材確保が課題である
＜卸 売 業＞　　業況堅調に推移しているが、事業承継の検討が必要である
＜小 売 業＞　　年末に向け売上・利益共に悪化が見込まれ、他店との差別化が問題となっている
＜サービス業＞　　業況横ばいであるが、人手不足であり若手従業員の確保が必要である
＜建 設 業＞　　先行支払が増加しており、資金繰りが厳しい状況である
＜不 動 産 業＞　　人手不足が深刻であり、人材確保が必要である

お客様の声
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小 売 業 Retail business

卸 売 業 Wholesale industry

製 造 業 Manufacturing industry

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

19.7% 67.2% 13.1%

14.8% 62.2% 23.0%

19.7% 67.2% 13.1%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

▲  8.2
DI

6.6
6.6

●売上額
14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
19.7%

6.6%

9.8% 70.5%

14.8% 78.6%

11.5%19.7% 68.8%

6.6%21.3% 72.1%

DI 増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

▲  9.9
8.2
8.2

6.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.0%

11.4%

14.7% 67.3%

19.7% 68.9%

9.8%24.6% 65.6%

13.1%19.7% 67.2%

DI

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

▲  3.3
8.3

14.8

　卸売業の当期（7〜9月）の業況判断DIは6.6で、前期（4〜6月）の▲8.2と比べて14.8ポイント良化しています。来期（10〜12月）は
6.6と横ばいを予想しています。
　売上額判断DIは、前期▲3.3から当期8.3と良化に転じています。来期は6.6と悪化すると予想しています。収益判断DIは、前期 
▲9.9から当期8.2と良化に転じています。来期は14.7とさらに良化すると予想しています。

業況・売上・収益

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

13.6% 71.1% 15.3%

13.6% 76.2% 10.2%

16.9% 69.5% 13.6%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

3.4
DI

▲  1.7
3.3

●売上額
13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
13.6%

17.0%

15.3% 71.1%

13.6% 69.4%

15.3%5.1% 79.6%

8.5%22.0% 69.5%

DI 増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

1.7
▲  3.4
▲10.2

13.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.2%

15.3%

18.7% 71.1%

17.0% 67.7%

17.0%6.8% 76.2%

8.5%22.0% 69.5%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

8.5
1.7

▲10.2

　小売業の当期（7〜9月）の業況判断DIは▲1.7で、前期（4〜6月）の3.4と比べて5.1ポイント悪化しています。来期（10〜12月）は
3.3と良化に転じると予想しています。
　売上額判断DIは、前期8.5から当期1.7と悪化しています。来期は13.5と良化すると予想しています。収益判断DIは、前期1.7から
当期▲3.4と減少に転じています。また、来期は13.5と増加に転じると予想しています。

業況・売上・収益

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

19.1% 61.7% 19.2%

21.3% 57.4% 21.3%

21.3% 64.9% 13.8%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

0.0
DI

▲  0.1
7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.6%

14.9%

10.6%

22.3% 67.1%

18.1% 67.0%

19.2% 70.2%

増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

11.7
DI

3.2
8.6

5.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.2%

18.1%

21.2% 58.6%

16.0% 65.9%

17.0%11.7% 71.3%

13.8%19.2% 67.0%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

1.0
▲  2.1
▲  5.3

6.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.1%

21.2%

25.5% 56.4%

22.3% 56.5%

20.2%14.9% 64.9%

14.9%21.3% 63.8%

DI
増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

7.4
1.1

▲  5.3

●売上額

●受注残

●収益

　製造業の当期（7〜9月）の業況判断DIは▲0.1で、前期（4〜6月）の0.0と比べて0.1ポイント悪化しています。来期（10〜12月）は
7.5と良化に転じると予想しています。
　売上額判断DIは、前期7.4から当期1.1と6.3ポイント悪化しています。来期は6.4と良化すると予想しています。受注残判断DI
は、前期11.7から当期3.2と悪化しています。収益判断DIは、前期1.0から当期▲2.1と悪化に転じています。また、来期は5.4と良
化に転じると予想しています。

業況・売上・受注・収益
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サ ー ビ ス 業 Service industry

建 設 業 Construction industry

不 動 産 業 Real estate industry

　サービス業の当期（7〜9月）の業況判断DIは▲10.3で、前期（4〜6月）の▲8.6と比べて1.7ポイント悪化しています。来期（10〜
12月）は▲5.1と良化を予想しています。
　売上額判断DIは、前期5.2から当期▲8.6と悪化に転じています。来期は▲12.0とさらに悪化すると予想しています。収益判断DI
は、前期▲1.8から当期▲6.9と悪化しています。来期は▲10.3とさらに悪化すると予想しています。

業況・売上・収益

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●業況
前期実績

（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

前期実績
（4月～6月期）
当期実績

（7月～9月期）
昨年比較
（同時期）
来期予想

（10月～12月期）

8.6% 72.5% 18.9%

12.1% 67.2% 20.7%

8.6% 77.7% 13.7%

良い
やや良い
普通

やや悪い
悪い

▲  8.6
DI

▲10.3
▲  5.1

●売上額
▲10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●収益
22.4%

17.2%

20.6% 57.0%

10.3% 72.5%

19.0%10.3% 70.7%

15.5%5.2% 79.3%

DI 増加
やや増加
変わらず

やや減少
減少

▲  1.8
▲  6.9
▲  8.7

▲12.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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　建設業の当期（7〜9月）の業況判断DIは5.0で、前期（4〜6月）の10.0と比べて悪化しています。来期（10〜12月）は8.7と良化
すると予想しています。
　売上額判断DIは、前期7.6から当期5.1と悪化しています。来期は17.5と良化を予想しています。受注残判断DIは、前期10.0から
当期11.2と良化しています。来期は17.5とさらに良化すると予想しています。収益判断DIは、前期0.0から当期▲2.5と悪化していま
す。また、来期は8.7と良化に転じると予想しています。
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　不動産業の当期（7〜9月）の業況判断DIは22.9で、前期（4〜6月）の8.3と比べて良化しています。来期（10〜12月）は16.6とやや
悪化すると予想しています。
　売上額判断DIは、前期10.5から当期18.7と増加しています。来期は12.5と今期に比べ減少すると予想しています。収益判断DIにつ
いては、前期12.5から当期14.6と良化しています。来期は8.4と悪化すると予想しています。
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中小企業経営者と『人生100年時代』特別
調査
特別
調査

●問１． 社長（代表者）は、今後の10年先の自社の経営について、どのように展望していらっしゃいま
すか。1～5の中からお答えください。併せて、現在の社長（代表者）の年齢階層を下記の6～0
の中から１つ選んでお答えください。

●問２． 「人生100年時代」という言葉が生まれるなど、健康寿命の長期化に社会的関心が高まる中
で、今後、経営者が現役で活躍する年齢は高まっていくものと考えられます。そのような中、
社長（代表者）は、経営者としていつ頃まで現役を続けたいとお考えですか。具体的な年齢の
目途がある方は1～6の中から、そうでない方は7～0の中から、最も当てはまるものを１つ選ん
でお答えください。

●問３． 社長（代表者）は、経営者を引退した後の生活資金についてどのようにお考えですか。最も当
てはまるものを1つ選んでお答えください。

●問４． 「人生100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、個人としてどのような資産管理・運用をして
いらっしゃいますか。下記の1～0の中から主なものについて3つ以内で選んでお答えください。

●問５． 「人生100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、現役を退いた後の生活イメージについて、
描いているものはありますか。下記の1～0の中から3つ以内で選んでお答えください。

（10年先の自社の経営展望） （人数） （構成比）
1.事業拡大 ･･･････････････････ 91 22.7%
2.現状維持・横ばい ･･･････････ 237 59.2%
3.事業縮小 ･･･････････････････ 27 6.8%
4.廃業・事業譲渡予定 ･････････ 11 2.8%
5.わからない ･････････････････ 34 8.5%
合　計 400 100.0%

（社長（代表者）の年齢階層） （人数） （構成比）
6.20歳代、30歳代 ････････････ 7 1.8%
7.40歳代 ････････････････････ 72 18.0%
8.50歳代 ････････････････････ 116 29.0%
9.60歳代 ････････････････････ 135 33.7%
0.70歳代以上 ････････････････ 70 17.5%
合　計 400 100.0%

（具体的な年齢の目途がある） （人数） （構成比）
1.60歳未満 ･･････････････････ 0 0.0%
2.60～64歳 ･･････････････････ 20 5.0%
3.65～69歳 ･･････････････････ 37 9.3%
4.70～74歳 ･･････････････････ 54 13.5%
5.75～79歳 ･･････････････････ 21 5.3%
6.80歳以上 ･･････････････････ 5 1.3%

（具体的な年齢の目途はない） （人数） （構成比）
7.健康が続く限り生涯現役 ･････ 112 27.9%
8.後継者に托せるようになるまでは現役 ･･･ 122 30.4%
9.生活資金の見通しがつくまで現役 ･･･ 4 1.0%
0.まったく考えていない ･･･････ 25 6.3%
合　計 400 100.0%

（十分だと思う） （人数） （構成比）
1.貯蓄・資産がすでに十分にある ･･･ 89 22.2%
2.会社からの退職金が見込める ･･･ 23 5.8%
3.年金・保険が見込める ･･･････ 22 5.5%
4.何とかなる ･････････････････ 55 13.8%

（まだ不十分だと思う） （人数） （構成比）
5.貯蓄・資産が十分ではない ･･･ 81 20.2%

6.会社からの退職金が見込めない ･･･ 2 0.5%
7.年金・保険が見込めない ･････ 4 1.0%
8.何となく不安である ･････････ 42 10.5%

9.まだ考えていない ･･･････････ 78 19.5%
0.引退しない ･････････････････ 4 1.0%
合　計 400 100.0%

（選択項目） （人数） （構成比）
1.預貯金（円貨） ･･････････････ 326 49.0%
2.外貨預金 ･･･････････････････ 4 0.6%
3.債権（国債・社債等） ････････ 20 3.0%
4.投資信託 ･･･････････････････ 50 7.5%
5.株式 ･･･････････････････････ 48 7.2%
6.不動産 ･････････････････････ 95 14.2%

（選択項目） （人数） （構成比）
7.個人年金保険 ･･･････････････ 43 6.4%
8.共済等その他保険商品 ･･･････ 40 6.0%
9.仮想通貨 ･･･････････････････ 4 0.6%
0.何もしていない ･････････････ 37 5.5%
合　計 667 100.0%

（選択項目） （人数） （構成比）
1.家族との時間を過ごす ･･･････ 162 26.5%
2.ボランティア・社会貢献活動 ･･･ 24 3.9%
3.趣味や娯楽 ･････････････････ 175 28.6%
4.何もせずゆっくり過ごす ･････ 45 7.4%
5.技能・ノウハウの次世代への伝承 ････ 33 5.4%
6.自己啓発・学び直し ･････････ 11 1.8%

（選択項目） （人数） （構成比）
7.新たに起業する ･････････････ 2 0.3%
8.生涯現役の経営者でいたい（引退しない） ･･･ 17 2.8%
9.現役を退いても会社に関わりたい ･･･ 48 7.8%
0.そのときに考える（今は考えていない） ･･･ 95 15.5%
合　計 612 100.0%

5KAWAGUCHI SHINKIN BANK



K a w a s h i n  n e w s  l e t t e r

かわしんニュースレター 景況レポート

第36号

KAWAGUCHI SHINKIN BANK6



M&A

048 442 2608

2018 12 12
9 00 17 00

2019 2 14
9 00 17 00

048 471 2525

7KAWAGUCHI SHINKIN BANK



企業レポート

※当金庫お取引先企業を順次ご紹介いたしております

【企業概要】
　株式会社フジカ工業は現会長である加藤辰夫氏が昭和44年９
月鳩ケ谷市坂下町（現川口市）にスポンジ、ゴム、プラスチック
等の打ち抜き加工を主とする製造販売会社として創業致しまし
た。
　現在は川口市南鳩ケ谷に本社及び本社工場を置き、創業当時
からの打ち抜き加工の他、付随する接着、組立、梱包等を行っ
ております。また、特殊な製品に関しては協力機械メーカーと連
携して専用機を作成し、お客様ご希望の納期、価格を実現して
おります。
　また、加須市細間にはプラスチック射出成形をメインとする加
須工場があり、建設機械の部品を中心に各種プラスチック製品
を製造しております。創業時より自社工場で対応困難な製品につ
きましては協力工場と連携し、ニーズの把握、品質、価格、コス
トのバランスを考慮の上、「迅速・丁寧」を当社のモットーとし、
お客様に対応しております。

【経営者よりメッセージ】
　「本気と笑顔!!」弊社に関わっていただく全て（お客様、仕入先、
社員）の方々が笑顔でいられるように、常に感謝を忘れず、何事
にも本気で取り組んでいきます。また数年前よりホームページを
充実しております。是非、ご覧いただき「こんなものを作りたい!」
とお考えの際は声をかけていただければ幸いです。
URL  http://www.fujika-kogyo.co.jp

株式会社フジカ工業
設　　　立　昭和 44 年 9 月
代表取締役　加藤　雅隆
資　本　金　3,000 万円
従 業 員 数　20 名
本　　　社　川口市南鳩ケ谷 7 丁目 6 番 9 号
工　　　場　加須市細間 172-3
事 業 内 容　 工業用ゴム・スポンジ製造加工 

プラスチック成形

溝口支店長

鳩ケ谷支店
住所　�川口市大字里335番地２
TEL　048-285-2811（代）

【企業概要】
　二木屋は、1998年10月に現代表の小林玖仁男氏が開業した
日本料理の店です。国会議員で厚生大臣も務めた祖父の小林英
三の邸宅をそのまま料亭にし、五節供をはじめとする四季折々の
歳時の室礼と共にお客様をお迎えしております。料理は、鹿児
島牛と日本一に輝いた野崎喜久雄さんの「のざき牛」の素焼きス
テーキ、そして籾殻竈炊きご飯（もみがらかまどだきごはん）を
メインとする会席料理です。また1000体もの雛人形を飾る３月
のひな祭りと金春流・大蔵流による10月の薪能は二木屋の２大イ
ベントとして毎年開催しており、埼玉の日本文化発信店の役割も
担っております。築80年の日本家屋は国登録有形文化財、また
和食も能楽もユネスコ世界無形文化遺産という後世に残すべき
文化を守りながら、現代のお客様のニーズに応え、「ハレの日」
のお食事のおもてなしをさせていただいております。

【経営者よりメッセージ】
　当社は、過去という未来を創造する日本文化の総合劇場として
世界へ二木屋を発信するために、毎日が初心、毎日の勉強、毎
日で向上、毎日に感謝という志を持って、地域の発展と価値ある
豊かな明るい社会づくりに貢献することを経営理念としておりま
す。また従業員一同が社是「Road to Dreams〜夢を夢のまま
で終わらせない〜」という希望と「まだまだですが精一杯」とい
う謙虚な心をもって精進し、末永くお客様に愛されるような店づ
くりを目指して参ります。

有限会社二木屋
設　　　立　平成 10 年 10 月
代表取締役　小林玖仁男　森田まり子
資　本　金　300 万円
従 業 員 数　37 名
本社・工場　さいたま市中央区大戸
　　　　　　4-14-2
　　　　　　ＴＥＬ　048-825-4777
　　　　　　ＦＡＸ　048-831-2452
事 業 内 容　 室礼（しつらい）と日本

料理

山﨑支店長

北浦和支店
住所　�さいたま市浦和区常盤9丁目33番9号
TEL　048-833-1171（代）
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●�日本工業大学第8回寄附講座「創業の基礎」開講
　平成30年9月4日（火）に日本工業大学において、第８回寄附講座「創業の基礎」の贈呈式が行われました。平成30年
9月25日（火）から平成31年1月8日（火）まで全14回の日程で開催しています。ビジネスモデルの考え方や事業アイデ
アの構成、外部要因の検討、製品サービス原価の考え方など、創業に必要となる基礎的な知識を網羅的に学習します。また
創業計画の作成方法や資金繰りの重要性など、金融機関ならではの講義も豊富に盛り込まれています。創業を目指す方だけ
でなく、社内プロジェクトに携わる方などにも役立つ講義です。

トピックス

●「埼玉県南部地域合同企業面接会」開催
　平成30年9月12日（水）川口駅前市民ホールフレンディアにおいて、川口市・蕨市・戸田市の3市が連携し、地域性の
ある合同企業面接会が盛大に開催されました。
　地域が将来に亘って発展していくために、地元中小企業が活力を持って経済活動を行い多くの雇用を生み出すことが重要
であることから、若年者の定住化に資する取り組みとして、当金庫の取引先を含む企業40社と平成31年3月に卒業予定の
学生及び40歳未満の既卒者が参加しました。今後も当金庫は、引き続き地元中小企業の人材確保に貢献して参ります。
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